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現地実践ワークシート

つながったことで
気づいたこと

つながったことででき
たこと

具体的にやりたいこと

やるための阻害要因・
具体的方法

現在つながれていない
相手

つながることで期
待する効果

つながるための最
初の一歩

つながれなかった先

つながることが
出来なかった理由

つながるための対
策

ライブ研修1回目で作成（実践演習でさらにブラッシュアップ）

実践演習を踏まえ、可能な範囲で記載
⇒フォローアップ研修時に活用する



3

All Rights Reserved JMA Research Institute Inc.

さぁみんなで語り合おう③ グループディスカッション

≪事後課題≫
・地域実践で行ったことを共有
＊つながったことで気づいたこと・つながることでできそうなこと
（具体的にやりたいこと）

＊なぜやるのか（やりたいのか）
＊そのためにできそうなことやできるためのアイデア出し

○グループ共有（40分）
事後課題の共有（20分目安）
なぜやりたい／そのためにできそうなこと等（20分目安）

○全体発表（1５分）
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アイデアをカタチにするために

≪同自治体でディスカッション≫
＊本日の気づきや聞いてみたいことを語り合う

○自治体検討（10分）
本日の気づきや聞いてみたいこと

○全体共有（10分）
チャット内容や質問に対し質疑応答
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アイデアをカタチにするために

≪自治体間でディスカッション≫
・アイデアをカタチにするために何にチャレンジするか
＊さあみんなで語り合おう③のアイデア実現のために

チャレンジすることを検討

○自治体検討（20分）

○全体発表（15分）
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